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ワイヤレスLEDの電磁誘導で「結果の処理」を「振り返る」実践

～探究につながる電磁誘導の生徒実験～

中学校第2学年第1分野「(3)電流とその利用」

東京学芸大学附属世田谷中学校 河野晃

1 どんな場面で使うか

実験結果の「再現性」があるかどうか追試する

ことは重要である。しかし中学校理科では「再現

性」を意識させる場面が少ない。本稿ではワイヤ

レスLEDを用いた電磁誘導の実験として「再現

性」を意識した実験を紹介する。

る。そのため、生徒が「電源の直流で電磁誘導を

している」と誤解したり、また電源の＋と－を意

識せずに回路をつくってしまい、異常に発熱した

り破損したりすることがある。ユニット中央部は

黒い被覆で隠されているが、中には写真のように

半導体(Ic)などが用いられている。秋月にて1

セット400円。

｡電源（5～9V)と電流計’2 準備するものは何か

本稿のものは秋月電子通商（以下、秋月）※で

購入。g ln azon等でもキットの扱いあり（検索キ

ーワード「ワイヤレスLED」「ワイヤレス給電キ

ット」等)。

|①ワイヤレスLED|

ワイヤレスLEDはチップ型の小さなLEDと小

さなコイルが一体化したものである。

5～9Vが供給できれば電源装置でもよいが、
－－－
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下側のコイルに誘導電流が流れるとLEDが点灯

する。赤、青、緑、白、他10色近くある。各色購

入時価格､秋月にて5個1セット二百数十円程度。

|②ワイヤレスLED給電ユニット’

ワイヤレスLEDに誘導電流を流すユニットで

ある｡ユニット側のコイルには60KHz( =6万Hz)

の交流が流れ、磁界の変化を起こしている。注意

点としては、ユニット中央部の小さな基板で交流

を発生させていることを見落としがちなことであ

各班に配布して簡単に実験するには写真のように

006P積層角形電池( 9V)がおすすめである。

電流計は無くても点灯させられるが、探究的な

実験を行うには電流計が必要である。



留意事項として、なぜ磁石とコイルを使った電

磁誘導のように道具を動かし続けなくても点灯し

続けられるのか（ユニット側コイルには交流が流

れているから磁界が常に変化している）や、ワイ

ヤレスLEDの個数と消費電流は直接比例せず一次

関数的であること（大部分の消費電流は、ユニッ

ト自体の消費電流)､電源に電池を用いたときには

消費電流は電池の状態によってかなり差がある

（隣の班の消費電流と差があることも多い）が挙

げられる。

3 どんな授業の進め方をするのか

前ページの写真のように回路をつくり通電する

と、ワイヤレスLEDをユニットのコイル内に置く

だけで点灯する。下写真のように複数個置いても

点灯する。この瞬間、よく生徒から歓声があがる。

～

ノ

『
、画

。
』

「
』

、
壷、←

蕾一哩酔ユニニ

声

声

ダ

ゴゴ

』 r
夕 夕

「 媚タ
タワ

』

S,4･'R･

‐ 〆

宇零､熟睡墨
｡

、、 ノ
民 1

■

、

Ｌ

管々賑金墨も且
■

4 学びをより深めるには

この実験は教科書で紹介されていないため、「既

に知識だけは知っている」ような生徒もほぼいな

い。そのため探究活動を行いやすい。また自分で

エナメル線を巻いたコイルで涌常のLEDを点灯

させることも可能である。とすれば、どの位の太

さの線で、何回巻きで、どのような線（ビニル導

線、ホルマル線、他）で、などの条件を変えて実

験することも出来る。

動画やカラー写真は筆者 “:：。…‘.･爵。
同蕊撫秘同
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そしてここからが探究活動となる。以下は1時間

でまとめた場合の例である。

|<探究前半＞|規則を見つける（15～20分）

『各班で条件を決め「電磁誘導の規則性」を見

つけよう』と指示し、自由に実験を行わせる。例

えば点灯するときのコイルとワイヤレスLEDの

距離、個数と消費電流、問に挟むものと点灯の関

係、色と消費電流などの条件が考えられる。結果

がまとまったらホワイトボードやロイロノート等

を用いクラス全体で見られるようにする。

|<探究後半>|再現性確認の追試を行う（20分）

各班がく探究前半＞で出した結果を別の班に追

試させ、「再現性」を調べさせる。詳細な実験条件

などはお互いに話しながらの方がよいため、距離

的に近い班の追試をさせるとスムーズである。

|＜まとめ＞｜

生徒が見いだした項目としては、コイルから遠

ざかるほど点灯しにくくなることや点灯個数が多

いほど消費電流が増えること、ワイヤレスLEDを

横に傾けると点灯しないこと、間にノートなどの

紙や定規などのプラスチックを挾んでもある程度

なら点灯するが空き缶の燃えさし入れのような金

属では点灯しなくなることがあげられる。電流と

磁界でのこれまでの学習から説明できることも多

い。これを生徒主体でまとめるか、教員が主導で

まとめるか、それはその単元全体での流れによっ

て考えてよいだろう。



<展開＞

発展実験のため､予習等を行っている生徒でもほぼ知らない内容である。「電磁誘導の発展実験を行い､気がついたことをま

とめよう」というオープンエンド形式の実験である｡一時間をおよそ半分↓こくぎり､前半は各班が自由に実験を行い気がついた内

容をホワイトボードに記入させる｡後半は他班の気づきを迫実験し､内容が正しいか｢再現性｣を調べる｡この流れを通じ､科学

における｢再現性｣の大切さについて本質を考えることを狙っている。

I 指導上の留意点･配慮事項具体的な学習活動 評価内容と方法時間

導入

7分

･本時の活動の確認をする。 ･使う道具を中,鐘に確鵠する。

匝当展開

'8分 ･机間巡視にて､実験が進んでいるか把握

する。

･つまずいている班には適切な助言を行う。

･各班で自由に実験を行う。

･実験結果を整理する。

.見いだした規則性等をまとめ､ホワイト

ポードに記入し全体で共有する。

･他班の結果･考察を知る。

共有ツールについて

。－覧性の高さから､本時は大きめの

ホワイトボードを用いる

共有ツールについて

。－覧性の高さから､本時は大きめの

ホワイトボードを用いる 主体的学習態度

（観察）
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･他班の方法詳細については､直接聞くよう

に指導する。

･追実験する際には､詳細な方法の把握が

大切であることに気づかせる。

一実験方法記録の大切さ

･他班の迫実験を行う。

．見いだした内容自体の正誤よりも､実験の

再現性には何が大切かに意識を向けさせ

る。

知識･技能

思考･判断･表現

(プリント）

･他班の気づきが正しかったか判断す

る。

･次時､見いだした内容そのもの(電磁誘導

について)を学習することを伝える。

･追突験や再現性について考えたことを

まとめる

まとめ

5分

予想される生徒の気づき

｢コイルに近いほど明るい」

｢たくさんLEDをつけると消費電

流も大きい」

予想される生徒の反応

｢○班の結果通りにいかない」

｢どのよう葱条件でやったのか詳

細を知りたい」
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